
令和７年度  当初予算（案）のあらまし
沼津市定例記者会見発表１ 令和７年１月 30 日

 

 

財 務 部
財 政 課

直通　934 - 4 7 1 5



 1  一般会計 ６年度予算額 伸び率 増減額 

千円 % 千円

87,960,000 8.7 7,640,000

 2  特別会計 ６年度予算額 伸び率 増減額 

千円 % 千円

40,960,000 △ 1.2 △ 478,000

① 国民健康保険事業 19,251,000 △ 490,000

② 土地取得事業 130,000 △ 74,000

③ 介護保険事業 18,110,000 △ 45,000

④ 後期高齢者医療事業 3,469,000 131,000

 3  企業会計 ６年度予算額 伸び率 増減額 

千円 % 千円

29,592,000 0.5 139,000

① 病院事業 13,307,000 △ 454,000

② 水道事業 6,070,000 287,000

③ 下水道事業 10,215,000 306,000

６年度予算額 増減額 

千円 % 千円

158,512,000 4.6 7,301,000

18,065,000

3,600,000

７年度予算額

千円

40,482,000

18,761,000

56,000

【令和７年度各会計予算（案）】

７年度予算額

千円

95,600,000

29,731,000

７年度予算額

千円

12,853,000

6,357,000

 4  全会計合計 ７年度予算額

10,521,000

千円

165,813,000
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各会計のポイント

 一般会計

 特別会計（４事業）

　◆国民健康保険事業特別会計

　◆土地取得事業特別会計

　◆介護保険事業特別会計

　◆後期高齢者医療事業特別会計

 企業会計（３事業）

　◆病院事業会計

　◆水道事業会計

　◆下水道事業会計

　被保険者数の減少に伴い、医療給付費や県への納付金が減少したことなどから、前年度に
比べ４億9,000万円の減となるものです。

　令和7年度一般会計予算は、前年度に比べ76億4,000万円の増となっています。
　これは、激甚化・頻発化する風水害や甚大な被害が想定される南海トラフ巨大地震への備
え、児童手当や小中学校の建替更新などの子育て関連経費、中心市街地のまちづくりや都市
基盤整備などのインフラ関連経費など各種施策を着実に推進するための経費を見込んだこと
などによるもので、予算規模は過去最大の956億円となるものです。

　土地取得事業特別会計の有する土地を一般会計が取得するもので、前年度に比べ7,400万
円の減となるものです。

　介護保険事業計画における将来推計の結果に伴い、保険給付費が減少したことなどから、
前年度に比べ4,500万円の減となるものです。

　管渠築造及び布設工事等に係る建設改良費が増加したことなどから、前年度に比べ３億
600万円の増となるものです。

　被保険者数の増加などに伴い、後期高齢者医療広域連合への納付金が増加したことから、
前年度に比べ１億3,100万円の増となるものです。

　患者数の減少に伴い材料費が減少したことなどから、前年度に比べ４億5,400万円の減と
なるものです。

　水道施設の更新（耐震化）工事等に係る建設改良費が増加したことなどから、前年度に比
べ２億8,700万円の増となるものです。
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（１）一般会計歳入比較（款別）

予 算 額 構 成 比 予 算 額 構 成 比 増 減 額 増 減 率

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

1 市 税 35,300,000 36.9 34,300,000 39.0 1,000,000 2.9

2 地 方 譲 与 税 497,000 0.5 525,000 0.6 △ 28,000 △ 5.3

3 利 子 割 交 付 金 13,000 0.0 13,000 0.0 0 0.0

4 配 当 割 交 付 金 180,000 0.2 180,000 0.2 0 0.0

5 株式等譲渡所得割交付金 300,000 0.3 150,000 0.2 150,000 100.0

6 法 人 事 業 税 交 付 金 580,000 0.6 580,000 0.6 0 0.0

7 地 方 消 費 税 交 付 金 5,000,000 5.2 5,000,000 5.7 0 0.0

8 ゴ ル フ 場 利用 税交 付金 100,000 0.1 100,000 0.1 0 0.0

9 環 境 性 能 割 交 付 金 50,000 0.1 50,000 0.1 0 0.0

10
国有提供施設等

   所在市町村助成交付金
300 0.0 300 0.0 0 0.0

11 地 方 特 例 交 付 金 185,000 0.2 195,000 0.2 △ 10,000 △ 5.1

12 地 方 交 付 税 3,910,000 4.1 3,410,000 3.9 500,000 14.7

13 交通安全対策特別交付金 50,000 0.1 50,000 0.1 0 0.0

14 分 担 金 及 び 負 担 金 517,495 0.6 542,915 0.6 △ 25,420 △ 4.7

15 使 用 料 及 び 手 数 料 1,147,459 1.2 1,131,472 1.3 15,987 1.4

16 国 庫 支 出 金 18,365,862 19.2 16,022,076 18.2 2,343,786 14.6

17 県 支 出 金 7,338,807 7.7 6,732,679 7.6 606,128 9.0

18 財 産 収 入 416,217 0.4 395,925 0.5 20,292 5.1

19 寄 附 金 4,500,002 4.7 4,000,002 4.5 500,000 12.5

20 繰 入 金 4,609,275 4.8 3,338,144 3.8 1,271,131 38.1

21 繰 越 金 420,761 0.5 410,335 0.5 10,426 2.5

22 諸 収 入 2,236,022 2.3 1,851,552 2.1 384,470 20.8

23 市 債 9,882,800 10.3 8,981,600 10.2 901,200 10.0

95,600,000 100.0 87,960,000 100.0 7,640,000 8.7歳 入 合 計

令和７年度　一般会計歳入予算の状況

款
令 和 ７ 年 度 令 和 ６ 年 度 比 較
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（２）一般会計歳入比較（財源別）

予 算 額 構 成 比 予 算 額 構 成 比 増 減 額 増 減 率

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

市 税 35,300,000 36.9 34,300,000 39.0 1,000,000 2.9

分担金及び負担金 517,495 0.6 542,915 0.6 △ 25,420 △ 4.7

使用料及び手数料 1,147,459 1.2 1,131,472 1.3 15,987 1.4

繰 入 金 4,609,275 4.8 3,338,144 3.8 1,271,131 38.1

諸 収 入 2,236,022 2.3 1,851,552 2.1 384,470 20.8

そ の 他 5,336,980 5.6 4,806,262 5.5 530,718 11.0

計 49,147,231 51.4 45,970,345 52.3 3,176,886 6.9

地方消費税交付金 5,000,000 5.2 5,000,000 5.7 0 0.0

地 方 交 付 税 3,910,000 4.1 3,410,000 3.9 500,000 14.7

国 庫 支 出 金 18,365,862 19.2 16,022,076 18.2 2,343,786 14.6

県 支 出 金 7,338,807 7.7 6,732,679 7.6 606,128 9.0

市 債 9,882,800 10.3 8,981,600 10.2 901,200 10.0

そ の 他 1,955,300 2.1 1,843,300 2.1 112,000 6.1

計 46,452,769 48.6 41,989,655 47.7 4,463,114 10.6

95,600,000 100.0 87,960,000 100.0 7,640,000 8.7

○自主財源について

 　このようなことから、自主財源全体では、31億7,688万６千円の増となります。

令和７年度　一般会計歳入予算の状況

款
令 和 ７ 年 度 令 和 ６ 年 度 比 較

自

主

財

源

依

存

財

源

歳 入 合 計

　 市税については、前年度に比べ10億円の増と見込んでいます。
 　そのほかの財源については、ふるさと応援基金繰入金の増などによる繰入金12億7,113万
 １千円の増、ふるさと納税の増による寄附金５億円の増などを見込んでいます。

○依存財源について
　 地方交付税については、実績見込みと地方財政計画を勘案し、５億円の増を見込んでいます。
　 国庫支出金は、国の制度改正などに伴う児童手当給付費負担金の増や障害福祉サービス費等
 負担金の増などにより、23億4,378万６千円の増を見込んでいます。
　 市債は、地方財政計画を踏まえて臨時財政対策債を皆減とした一方、総合的治水対策整備事
 業や地区センター整備事業の進展などにより、９億120万円の増を見込んでいます。
　 このようなことから、依存財源全体では、44億6,311万４千円の増となります。
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（３）市税の状況について

市税 353億円　（対前年度 10億円増）

【主な税目】

令和７年度 令和６年度 増減額 増減率

千円 千円 千円 ％

14,345,000 13,617,000 728,000 5.3

個人 11,871,000 11,509,000 362,000 3.1

法人 2,474,000 2,108,000 366,000 17.4

18,819,000 18,498,000 321,000 1.7

612,000 571,000 41,000 7.2

1,509,000 1,600,000 △ 91,000 △ 5.7

15,000 14,000 1,000 7.1

35,300,000 34,300,000 1,000,000 2.9

《市税の状況》

市税の当初予算の推移

軽自動車税

市たばこ税

入湯税

計

令和７年度　一般会計歳入予算の状況

区分

市民税

固定資産税（都市計画税含む）

　 市税は、前年度比10億円増の353億円を見込んでいます。

 ７億2,800万円増の143億4,500万円を見込んでいます。
 　また、固定資産税（都市計画税含む）において、評価替えの翌年度における新増築家屋分

 　主な税目別では、市民税において、景気の回復による個人所得や企業収益の増などにより、

 の影響などにより、３億2,100万円増の188億1,900万円を見込んでいます。

　 市たばこ税においては、令和６年度の販売本数及び収入状況などにより、9,100万円減の

 15億900万円を見込んでいます。
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（１）一般会計歳出比較（款別）

増減率

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

1 議 会 費 459,875 0.5 460,162 0.5 △ 287 △ 0.1

2 総 務 費 11,361,324 11.9 10,465,779 11.9 895,545 8.6

3 民 生 費 33,868,977 35.4 30,308,896 34.5 3,560,081 11.7

4 衛 生 費 9,629,153 10.1 8,882,092 10.1 747,061 8.4

5 労 働 費 95,755 0.1 99,701 0.1 △ 3,946 △ 4.0

6 農 林 水 産 業 費 911,815 1.0 830,155 0.9 81,660 9.8

7 商 工 費 1,372,135 1.4 1,199,435 1.4 172,700 14.4

8 土 木 費 18,286,031 19.1 17,654,397 20.1 631,634 3.6

9 消 防 費 3,067,650 3.2 2,949,873 3.4 117,777 4.0

10 教 育 費 9,751,330 10.2 8,441,782 9.6 1,309,548 15.5

11 災 害 復 旧 費 24,220 0.0 35,420 0.0 △ 11,200 △ 31.6

12 公 債 費 6,671,735 7.0 6,532,308 7.4 139,427 2.1

13 予 備 費 100,000 0.1 100,000 0.1 0 0.0

95,600,000 100.0 87,960,000 100.0 7,640,000 8.7歳    出    合    計

○主な増減理由
【民生費】
　　児童手当に係る経費12億3,800万円の増のほか、障がいのある人の自立支援等に係る
　経費６億1,200万円の増、保育所や認定こども園での保育サービスに係る経費等５億
　3,100万円の増などによるものです。
【教育費】
　　小中学校施設整備関連事業費9億500万円の増やＧＩＧＡスクール構想に基づき整備し
　たタブレットの更新に伴う情報機器整備事業費４億200万円の増などによるものです。
【総務費】
　　ふるさと納税の増などに伴うふるさと納税関連事業費５億800万円の増や地区セン
    ター整備事業費３億4,930万円の増などによるものです。
【衛生費】
　　病院事業会計繰出金６億1,000万円の増、新型コロナワクチン定期接種化等による予
　防接種事業費２億2,500万円の増、沼津市斎場維持改修事業費１億3,700万円の増など
　によるものです。
【土木費】
　　令和６年度への事業前倒しなどに伴う静岡東部拠点土地区画整理事業費６億1,100万
　円の減や片浜西沢田線道路改良事業費４億円の減の一方、町方町・通横町地区市街地再
　開発事業費10億6,500万円の増、総合的治水対策整備事業費９億5,900万円の増などに
　よるものです。

令和７年度　一般会計歳出予算の状況

款
令 和 ７ 年 度 令 和 ６ 年 度 比　　　　較

予 算 額 構 成 比 予 算 額 構 成 比 増 減 額
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（２）一般会計歳出比較（性質別）

増減率

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

63,505,140 66.4 57,698,676 65.6 5,806,464 10.1

12,415,056 13.0 11,974,782 13.6 440,274 3.7

15,584,963 16.3 14,290,260 16.2 1,294,703 9.1

906,211 0.9 927,935 1.1 △ 21,724 △ 2.3

22,064,918 23.1 19,201,998 21.8 2,862,920 14.9

12,533,992 13.1 11,303,701 12.9 1,230,291 10.9

18,117,626 19.0 16,600,839 18.9 1,516,787 9.1

18,093,406 19.0 16,565,419 18.9 1,527,987 9.2

24,220 0.0 35,420 0.0 △ 11,200 △ 31.6

13,977,234 14.6 13,660,485 15.5 316,749 2.3

6,671,353 7.0 6,531,928 7.4 139,425 2.1

2,285,249 2.4 2,023,646 2.3 261,603 12.9

4,920,632 5.1 5,004,911 5.7 △ 84,279 △ 1.7

100,000 0.1 100,000 0.1 0 0.0

95,600,000 100.0 87,960,000 100.0 7,640,000 8.7

扶 助 費

令和７年度　一般会計歳出予算の状況

区 分
令 和 ７ 年 度 令 和 ６ 年 度 比 較

予 算 額 構成比 予 算 額 構成比 増 減 額

消費的経費

人 件 費

物 件 費

維 持 補 修 費

繰 出 金

予 備 費

歳 出 合 計

○主な増減理由

【人件費】
　　定年延長による退職者の減に伴う退職手当３億5,500万円の減の一方、給与改定に伴う
　４億4,600万円の増や昇給に伴う7,100万円の増、職員構成の変動等に伴う１億4,300万
　円の増などによるものです。
【物件費】
　　ＧＩＧＡスクール構想に基づき整備したタブレットの更新に伴う情報機器整備事業費
　４億200万円の増や、ふるさと納税関連事業費２億5,300万円の増、予防接種事業費2億
　1,900万円の増、放課後児童クラブ運営事業費1億4,000万円の増などによるものです。
【扶助費】
　　児童手当に係る経費12億3,600万円の増のほか、障がいのある人の自立支援等に係る経
　費６億1,200万円の増、保育所や認定こども園での保育サービスに係る経費等５億3,300
　万円の増などによるものです。
【補助費等】
　　病院事業会計繰出金６億１,000万円の増や企業立地促進事業費２億9,600万円の増、
　駿東伊豆消防組合負担金１億2,700万円の増などによるものです。
【普通建設事業費】
　　令和６年度への事業前倒しなどに伴う静岡東部拠点土地区画整理事業費６億1,100万円
　の減や片浜西沢田線道路改良事業費４億円の減の一方、町方町・通横町地区市街地再開発
　事業費10億6,500万円の増や総合的治水対策整備事業費９億5,900万円の増、小中学校施
　設整備関連事業9億500万円の増などによるものです。
【公債費】
　　市債償還利子１億3,000万円の増、市債償還元金900万円の増によるものです。
【積立金】
　　ふるさと応援基金積立金２億5,500万円の増などによるものです。

補 助 費 等

投資的経費

普通建設事業費

災害復旧事業費

その他

公 債 費

積 立 金
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（１）財政調整基金残高

（２）市債残高

全会計

　一般会計

　企業会計

（参考）

　一般会計のうち、臨時財政対策債

※令和５年度末までは決算数値ですが、令和６・７年度末は令和７年１月30日時
    点の見込数値です。

※市債の償還期間は、一般会計は主に15～20年程度、企業会計は主に10～40年
　の期間で返済するものです。

※償還の財源は、一般会計は主に税、企業会計は受益者負担により主に使用料等を
　もって返済するものです。

23,539,250 22,535,253 21,101,159 19,593,503 17,685,204

51,714,649 51,771,836 51,408,569 51,852,449 51,951,234

118,830,258 122,918,025 121,872,882 128,200,667 132,134,468

67,115,609 71,146,189 70,464,313 76,348,218 80,183,234

5,146,798 5,373,707 5,297,062

（単位：千円）

令和３年度末 令和４年度末 令和５年度末 令和６年度末 令和７年度末

計 1,651,816

財政調整基金及び市債の残高推移

（単位：千円）

令和５年度末 令和６年度末 令和７年度末

※物価高騰対策事業として令和７年度に水道基本料金を２か月分減免するための
　一般会計からの繰出金です。

農林水産業費
・土地改良施設整備事業
・県営漁港整備事業

173,900

土 木 費
・片浜西沢田線道路改良事業
・総合的治水対策整備事業
・沼津南一色線道路改良事業　　　ほか全9件

1,331,916

衛 生 費 ・水道事業会計繰出金(※) 146,000

令和６年度に前倒し実施する事業

（単位：千円）

款 主 な 事 業
前倒し額
（総額）
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令和７年度の当初予算は、第５次沼津市総合計画に定める将来
都市像である「人・まち・自然が調和し、躍動するまち」の実現
に向けて、重点的に取り組むべき４つの視点のほか、前期推進計
画の最終年として、沼津の「動き出す 創り出す」を推進するた
めに必要な経費を盛り込んだものです。

令和７年度予算の特徴

暮らしやすいまちへ視点１

結婚支援・子育て・教育

市民協働によるまちづくり

結婚を望む方への支援や誰もが安心して妊娠、出産、子育てができる

環境を整備します。

出会い応援事業

・地域資源を活用した出会いの機会を創出する婚活イベントの開催

妊産婦・乳児健康診査事業

母子教育相談・幼児健康診査事業

・１か月児・５歳児の健康診査を開始

公立保育所等運営費

施設型給付・地域型保育給付事業

・幼保連携型認定こども園「大平こども園」を設置

・同一世帯における第２子保育料を一律半額に軽減

学校給食公会計事業

・学校給食費への支援を10％から20％に増額

小学校・中学校施設整備推進事業

・金岡小学校プール解体などの教育環境整備

香貫山保全事業 ほか

・香貫山里山環境整備計画の策定

・階段や手すりなど遊歩道の保全整備

豊かで美しい海と渚づくり事業

・ビーチクリーナー及び貸出用クローラーの導入

民間まちづくり活動支援事業

・中心市街地で実施される事業への上乗せ支援

市民の皆様と協力し、沼津に住みたい、住み続けたいと思える環境を

整備します。

（P17～18）

（P14・16・21）
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地域資源を活用した観光誘客

移住施策の推進

台湾をターゲットとしたインバウンドの促進や、地域資源を活用した

観光誘客を促進します。

インバウンド推進事業

・現地旅行事業者などを招へいするファムトリップの実施

・台湾企画展の開催

東駿河湾クラフトビール地域循環共生圏推進事業

・クラフトビールを活用した地域の魅力向上につながる事業を実施

ぬまづ暮らし住み替え促進事業

・本市の魅力を体感できる体験型バスツアーの継続実施

移住就業支援事業

・就職する大学生等の引越し費用の一部を補助

本市の魅力を発信するとともに新たな移住者に対する支援に取り組み

ます。

ひとが行き交うまちへ視点２

（P16）

（P16～17）

商業・工業の振興

農林水産業の振興

ＩＴ企業誘致などの企業立地の促進や販売戦略の構築などにより、

雇用創出や新たな産業創出を促進します。

企業立地促進事業

・首都圏のIT企業等を対象にした視察ツアーを開催

まちなか商業リブランディング推進事業

・人流データを活用した販売戦略の構築

水産業振興推進事業

・マリンレジャーや宿泊など多様な海関連の事業を

展開し、にぎわい創出に寄与する「海業」を

実施するための漁港活用推進計画を策定

農業改革推進事業

・就業フェアに出展し、新規就業者確保を推進

漁港活用推進計画の策定や農業の新たな担い手確保などに取り組みます。

産業が元気なまちへ視点３

（P15）

（P15）
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災害対策

安全・安心

激甚化・頻発化する風水害や甚大な被害が想定される南海トラフ巨大

地震などへの災害対策を強化します。

防犯まちづくり事業

・自治会の防犯灯及び通学路防犯カメラの設置に対する補助

・市民の悪質電話対策機器の購入に対する補助

・市民、事業者等による「ながら見守り活動」の推進

消費者行政経費

・消費生活相談の体制強化による消費者教育の充実

・消費生活相談ＤＸ化への対応

・第３次消費者教育推進計画の策定

・消費者安全確保地域協議会を通じた被害の

未然防止及び早期解決

市民協働による見守り活動や、特殊詐欺・悪質商法被害の未然防止

など、安全・安心を実感できるまちづくりを進めます。

安全・安心のもとで暮らせるまちへ視点４

総合的治水対策整備事業 ほか

・大平江川排水機場築造工事

・大平江川排水機場ポンプ設備等整備工事に着手

・井戸川雨水貯留池本体工事に着手

・小和田川などの河川改良工事

・前川排水機場など４箇所の排水機場長寿命化対策

・東部前川など６箇所の河川・雨水貯留池浚渫

既存建築物等耐震化促進事業

わが家の専門家診断事業

木造住宅耐震補強事業

・建築物の耐震診断

・基準を満たしていない木造住宅の耐震補強や除却に対する補助

・ブロック塀等の撤去、建替に対する補助

安全な地域づくり推進事業

・SNSを活用した災害情報集約システムの導入

・住宅への感震ブレーカー設置に対する補助

津波対策事業

・津波避難施設へ夜間照明灯を設置

（P20～21）

（P20）
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沼津駅周辺総合整備事業の推進

まちなか公共空間の整備・活用

まちづくりの中核である沼津駅周辺総合整備事業の推進を図りながら、

活力ある沼津の創造を目指します。

中心市街地まちづくり戦略事業

・沼津駅舎・駅前広場等デザイン基本計画の策定

町方町・通横町地区市街地再開発事業

大手町五丁目第一地区市街地再開発事業

・地元組合が施行する市街地再開発事業を支援

スポーツ施設マネジメント事業

・ストリートスポーツパークの実証実験期間延長及び現施設西側にエリア拡張

自転車・歩行者ネットワーク整備事業

・香貫用水（内膳堀）の景観に配慮した歩行空間整備

中心市街地における民間開発を支援するとともに、居心地よく質の高い

都市空間づくりを推進します。

「動き出す 創り出す」を実感できるまちづくり

鉄道高架化事業 ほか

・昨年11月に着工した新車両基地整備の本格化

・新貨物ターミナルの更なる整備の推進

・静岡東部拠点第二地区における住居の移転開始

・鉄道施設周辺の都市基盤整備を推進

（P13）

（P14・18）

公園の整備

中央公園リノベーション事業

・中央公園（芝生広場等）再整備工事に着手

公園緑地整備事業

・高沢公園再整備基本方針の策定

・門池公園駐車場の増設

・松沢公園など５公園におけるトイレ洋式化

憩いの場である公園を快適に利用できるよう整備します。
（P14）

文化芸術の振興

市民文化センター施設整備事業

・「文化芸術の殿堂」市民文化センターの機能・設備改修に着手

芸術文化振興事業

・子ども向け芸術体験イベントの開催

活動拠点を整備し、文化芸術のまちづくりを推進します。

（P19）

12



１　自分らしいライフスタイルを実現できるまち ◎：新規　　○：一部新規

新規 予算額（千円）

○ ◆ 地域情報化推進事業【ＩＣＴ推進課】 194,700

　更なる市民の利便性向上と業務の効率化を図るため、先端技術の導入及び
　ＩＣＴ環境の改善等、デジタル技術の利活用を推進する。
　　【新規】言葉のバリアフリーに配慮した窓口字幕表示システムの導入

○ ◆ 広報事業経費【広報課】 73,400

　市政情報やイベント情報などを市民にわかりやすく効果的に発信することで、
　本市の魅力を伝え、まちに対する誇りと愛着を育む広報に取り組む。
　　【新規】広報ぬまづの全号カラー化

○ ◆ メディア広報推進経費【広報課】 17,200

　誰もが必要な情報を取得しやすいホームページの運用に取り組むとともに、
　各種SNSを活用したきめ細かな情報発信を行う。
　　【新規】ＬＩＮＥ公式アカウントの機能拡充

○ ◆ 地区センター整備事業【地域自治課】 421,300

　地域住民の活動・交流拠点である地区センターの再整備を計画的に実施する。
　　【新規】愛鷹地区センター更新（建築主体工事ほか）［令和７・８年度継続事業］
　　【新規】西浦地区センター更新（擁壁築造工事ほか）

２　ヒト中心で都市的魅力にあふれるまち ◎：新規　　○：一部新規

新規 予算額（千円）

◆ 鉄道高架化事業【推進課・整備課】 1,216,580

　新貨物ターミナルではコンテナホームの築造を進めるとともに、線路の切替
　工事に向けた鉄道施設工事を進める。また、新車両基地では車両基地への
　引込線路の工事等に着手するなど、更なる整備を進める。

◆ 鉄道施設移転事業【整備課】 393,600

　新車両基地調整池築造工事などを実施する。

◆ 静岡東部拠点土地区画整理事業【沼津駅周辺区画整理事務所】 675,900

　宅地造成・道路築造工事などを実施することで、地権者の建物建築工事を
  促進し、新たなまちなみの形成を図る。

◆ 道路新設改良事業（鉄道施設移転先周辺道路）【整備課】 113,700

　鉄道施設移転先の周辺道路６路線の整備を行う。

◆ 片浜西沢田線道路改良事業【整備課】 1,186,100

　新車両基地の鉄道施設と交差する道路等の整備を行う。

◎ ◆ 大手町片浜線整備事業【整備課】 106,200

　沼津駅南第二土地区画整理事業区域から片浜西沢田線までの区間の
　道路整備に着手する。 ほか

※（　）内の課名は令和６年度現在の担当課

事業名及び事業内容

事業名及び事業内容

◆沼津駅周辺総合整備事業
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※（　）内の課名は令和６年度現在の担当課

２　ヒト中心で都市的魅力にあふれるまち ◎：新規　　○：一部新規

新規 予算額（千円）

○ ◆ 中心市街地まちづくり戦略事業【まちづくり政策課・推進課】 216,100

　にぎわいに溢れるまちなかの創出に向け、引き続き、「OPEN NUMAZU」の
　開催や歩行空間の整備などを進めるとともに、沼津駅周辺の中長期的な
　あり方について検討を行う。
　　【新規】沼津駅舎・駅前広場等デザイン基本計画の策定
　　【新規】駅前の公共空間再編に向けた整備シナリオの検討
　　【新規】三枚橋錦町線における歩行空間安全確保対策工事

◆ 公共交通ネットワーク形成事業【まちづくり政策課】 147,800

◆ 公共交通運行維持事業【まちづくり政策課】 129,100

　公共交通における持続可能性の確保や利便性の向上を図るため、路線バスの
　運行水準を維持するための支援のほか、第２次沼津市地域公共交通計画の
　策定等を行うとともに、X-Tech NUMAZUの取組として、沼津駅－沼津港間に
　おいて自動運転レベル４の実現を見据えた実証運行を実施する。

○ ◆ 中央公園リノベーション事業【緑地公園課】 150,500

　中央公園を更に魅力ある空間へ再整備するため、令和８年度の供用開始に向け
　芝生広場やトイレ等の工事に着手する。
　　【新規】中央公園（芝生広場等）再整備工事に着手

○ ◆ 公園緑地整備事業【緑地公園課】 94,100

○ ◆ 公園施設長寿命化事業【緑地公園課】　 74,900

　より多くの市民が快適に公園を利用できるよう施設の整備・改修等を行う。
　　【新規】高沢公園再整備基本方針の策定
　　【新規】門池公園駐車場の増設
　　【新規】松沢公園など５公園におけるトイレ洋式化
　　【新規】沼津御用邸記念公園（旧本邸エリア）及び千本浜公園（児童遊園）
　　　　　　　　 におけるトイレ改修

◆ 町方町・通横町地区市街地再開発事業【市街地整備課】 2,506,100

　既存建築物の解体が進み、新施設の建設工事着手が予定されている町方町・
　通横町第一地区において、地元組合が取り組む市街地再開発事業に対し
　支援するとともに、事業進捗に合わせた景観形成を進める。

◆ 大手町五丁目第一地区市街地再開発事業【市街地整備課】 40,130

　新たに都市計画決定した大手町五丁目第一地区において、地元準備組合が
　取り組む市街地再開発事業に対し支援する。

○ ◆ 自転車・歩行者ネットワーク整備事業【道路建設課】 34,000

　世界かんがい施設遺産に登録された香貫用水（内膳堀）の景観に配慮した
　歩道空間の整備を進め、中心市街地との回遊性の向上を図る。

○ ◆ 民間まちづくり活動支援事業【地域自治課】 7,500

　 　市民等が行う自主的かつ公益的なまちづくり活動を支援することにより、
　多様性と魅力ある持続可能なまちづくりの機運醸成を図るため、民間発意の

　 　まちづくり活動に対し補助金の交付等を行う。
　　【新規】中心市街地で実施される事業への上乗せ支援

事業名及び事業内容

　　【新規】香貫用水沿道歩行空間整備工事
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※（　）内の課名は令和６年度現在の担当課

３　力強い産業を牽引するまち ◎：新規　　○：一部新規

新規 予算額（千円）

◆ 企業立地促進事業【産業政策課】 512,100

　産業振興や雇用の創出を図るため、企業が本市に立地する際の用地取得費等
　に対して助成を行うとともに、首都圏のＩＴ企業等を対象とした市内体験型視察
　ツアーを実施する。
　（企業立地予定件数 R6：４件 → R7：９件）

○ ◆ 強い産業づくり推進事業【産業政策課】 14,030

　市内中小企業を対象に複業人材の活用を支援するためのセミナーを開催する
　など、経営基盤の強化を図るとともに、支援機関と連携し、円滑な事業承継を
　推進するため、市内事業者への現状調査を実施する。
　　【新規】事業承継促進事業

○ ◆ 起業創業支援事業【商工振興課】 8,371

　起業を目指す人や創業して間もない人を対象としたターゲット別セミナーの
　開催などにより、起業者の増加や事業活動の継続を支援するとともに、
　高校生の起業意識創出に向けた取組を実施する。
　　【新規】高校生向け起業マインド創出事業

◆ まちなか商業リブランディング推進事業【商工振興課】 5,400

　エリアや個店の魅力向上に向けた手法等を検討する「リブランディング企画塾」
　を開催するとともに、人流データを活用した販売戦略の構築を図る。

○ ◆ 沼津しごと応援事業【商工振興課】 6,900

　沼津しごと応援サイト、合同就職面接会などを通じ、市内企業の人材確保、
　学生等の定住促進、多様な働き方の推進を図るとともに、学生の地元回帰の
　意欲を喚起する機会を創出する。
　　【新規】学生と企業の交流会の開催
　　【新規】カスタマーハラスメント対策セミナーの開催

○ ◆ 農業改革推進事業【農林農地課】 24,500

　スマート農業技術の導入による農作業の省力化・軽労化などを支援することで、
　本市農業の健全な発展を図るとともに、新規就業者の確保に努める。
　　【新規】新・農業人フェアへの出展

○ ◆ １次産業活性化推進事業【水産海浜課】 5,172

　１次産品の販路拡大及びブランド化等を通じ、地域の活性化を図るとともに、
　新規就業者の確保に努める。
　　【新規】漁業就業支援フェアへの出展

○ ◆ 水産業振興推進事業【水産海浜課】 29,100

　水産業の持続的発展を図るため、水揚げに応じた奨励金の交付等、各種振興策
　を実施するとともに、内浦・西浦漁港を活用して、マリンレジャー・宿泊・飲食等の
　多様な海関連事業を推進する計画を策定する。
　　【新規】漁港活用推進計画の策定

事業名及び事業内容
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※（　）内の課名は令和６年度現在の担当課

４　地域の宝を活かすまち ◎：新規　　○：一部新規

新規 予算額（千円）

○ ◆ インバウンド推進事業【観光戦略課】 18,795

　インバウンド需要を取り込み更なる誘客を図るため、外国人向けの情報発信や
　Wi-Fi設備整備などを実施するほか、昨年12月の高雄市との観光交流促進
　協定の締結など、連携強化を進める台湾をターゲットとした観光誘致を促進する。
　　【新規】インフルエンサーや現地旅行事業者を招へいするファムトリップの実施

◎ ◆ 東駿河湾クラフトビール地域循環共生圏推進事業【商工振興課】 21,000

　東駿河湾クラフトビール地域循環共生圏推進協議会の事業実施への負担金
　及び静岡クラフトビール協同組合へのモルト粕脱水機導入補助を通じ、特徴的な
　地域資源であるクラフトビールを活用した地域循環社会の形成に取り組む。

○ ◆ 沼津港にぎわい創出事業【水産海浜課】 6,730

　Sea級グルメの普及を図る団体を支援するとともに、内港浮さん橋の利活用
　促進を図るため、市民向けイベントの実施や他県開催イベントに出展する。
　　【新規】市民向けのヨット乗船体験イベントの開催
　　【新規】横浜で開催されるヨットショーへの出展

○ ◆ 香貫山保全事業【農林農地課】 19,739

　市民憩いの場である香貫山の保全管理を行うほか、予算を大幅に増額
　（対前年15.2倍）し、遊歩道の保全対策を定める計画策定や、階段・手すり
　などの保全整備を行う。
　　【新規】香貫山里山環境整備計画の策定

◆ 林業振興推進対策事業【農林農地課】 16,043

　香貫山等を適正に管理し、森林の有する多面的機能が持続的に発揮される
　森林整備を推進する。

◆ 森林環境整備促進事業【農林農地課】　　　　　　　　 37,000

　森林環境譲与税を用いた間伐等の森林整備のほか、人材育成・担い手確保や
　木材利用の促進を図る。

○ ◆ 史跡等保全整備事業（高尾山古墳保存整備事業）【文化振興課】 45,500

　国史跡に指定された高尾山古墳の周知啓発を図るため、講演会を開催する
　とともに、古墳の保存と地域資源としての活用を図る。
　　【新規】高尾山古墳の用地取得
　　【新規】高尾山古墳保存活用計画の策定

◆ 文化財活用推進事業【文化振興課】 6,500

　市内文化財の普及啓発や地域資源としての活用を図るとともに、国指定史跡
　長浜城跡の開園10周年を記念し、講演会や体験イベントを実施する。

○ ◆ 戸田造船郷土資料博物館移転整備事業【文化振興課】 30,000

　津波浸水想定区域内に立地し、老朽化した博物館の移転整備を進める。
　　【新規】戸田造船郷土資料博物館の移転用地取得

◆ ぬまづ暮らし住み替え促進事業【政策企画課】 3,100

　移住希望者に対し、「ぬまづ暮らし」の魅力を発信することで、本市への移住の
　流れをつくるとともに、移住後もより良く暮らせるための支援を行う。

事業名及び事業内容

◆香貫山整備に係る取組 R7予算額：35百万円（R７年度以降３か年で約１億円整備予定）
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※（　）内の課名は令和６年度現在の担当課

４　地域の宝を活かすまち ◎：新規　　○：一部新規

新規 予算額（千円）

○ ◆ 移住就業支援事業【政策企画課】 50,820

　東京圏から本市に移住し、対象となる中小企業等に就職した者等に支援金を
　交付することにより、本市への移住・定住の促進及び中小企業等における
　人出不足の解消を図る。
　　【新規】就職する大学生等の引越し費用の一部を補助

５　安心して子どもを産み育てられるまち ◎：新規　　○：一部新規

新規 予算額（千円）

○ ◆ 出会い応援事業【政策企画課】 760

　登録制ボランティア「縁結び隊」による結婚相談や交流イベントの開催、
　県及び県内市町等からなる協議会への参画により、結婚支援の充実を図る。
　　【新規】地域資源を活用した出会いの機会を創出する婚活イベントの開催

○ ◆ 妊産婦・乳児健康診査事業【健康づくり課】 118,200

　妊婦健康診査、新生児聴覚スクリーニング検査、産婦健康診査及び乳児
　健康診査等の費用を助成する。
　　【新規】１か月児健康診査の実施

○ ◆ 母子教育相談・幼児健康診査事業【健康づくり課】 13,957

　妊娠期から出産、乳幼児期にかけての一貫した支援体制を整え、教育相談・
　幼児健康診査等を通じて母子の健康保持増進を図る。
　　【新規】５歳児健康診査の実施

○ ◆ 公立保育所等運営費【こども未来創造課】 155,613

○ ◆ 施設型給付・地域型保育給付事業【こども未来創造課】 4,850,000

　公立保育所、戸田こども園に加え、新たに開設する大平こども園の運営管理を
　行うとともに、教育・保育給付認定を受けた児童が利用する認定こども園・
　保育所・幼稚園・小規模保育事業所に対し、管理運営費等の支援を実施する。
　　【新規】同一世帯における第２子保育料を一律半額に軽減

○ ◆ 地域子育て支援事業【こども未来創造課】 61,800

　子育て支援センターやグループ活動により、育児相談、子育て指導など、
　地域における子育て世帯の支援を行う。
　　【新規】平日に市内の保育所等を利用している市内乳幼児の休日一時預かり
　　　　　　　　 保育サービスを沼津っ子ふれあいセンター「ぽっぽ」で開始

○ ◆ 放課後児童クラブ運営事業【こども未来創造課】 553,040

　保護者が仕事などにより昼間家庭にいない小学校就学児童に対し、学校の
　余裕教室等を利用して適切な遊び及び生活の場を提供し、児童の健全な
　育成を図る。
　　【新規】放課後児童クラブの更なるサービス向上を図るため、民間の専門
　　　　　　　　 事業者による運営を開始

○ ◆ 事務局調整事務経費【教育企画課】 1,607

　子どもたちを取り巻く社会状況の変化や教育をめぐる環境の変化を踏まえ、
　今後の本市の教育の方向性を示す「沼津市教育大綱」を策定するとともに、
　教育施策を総合的に推進する「沼津市教育基本構想」の策定を行う。
　　【新規】「沼津市教育大綱」及び「沼津市教育基本構想」の策定

事業名及び事業内容

事業名及び事業内容
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※（　）内の課名は令和６年度現在の担当課

５　安心して子どもを産み育てられるまち ◎：新規　　○：一部新規

新規 予算額（千円）

○ ◆ 中学校部活動地域展開推進事業【教育企画課】 6,200

　部活動の地域展開を段階的に推進するため、地域との連携・協働を図ると
　ともに、持続可能な新たな体制を構築する。
　　【新規】学校に代わり指導を行う地域クラブの創設促進及び運営支援を
　　　　　　　　 行う「（仮称）ヌマカツ推進事務局」の設置

◎ ◆ 学校水泳指導民間委託事業【学校施設課】（学校管理課） 51,768

　小学校の水泳授業における実技指導を民間のスイミングスクールへ委託する
　ことで、児童の泳力向上のほか、学校プールの老朽化による維持管理費や
　教職員の負担軽減を図る。

○ ◆ 情報機器整備事業【学校教育課】 541,900

　子どもたちの情報活用能力を育成するため、市内小中学校のICT教育環境
　の充実を図る。
　　【新規】小学校及び小中一貫学校の学習用端末更新 　

◆ 第四小学校校舎整備事業【学校施設課】（学校管理課） 1,010,000

◆ 大岡中学校校舎整備事業【学校施設課】（学校管理課） 906,500

○ ◆ 小学校施設整備推進事業【学校施設課】（学校管理課） 94,000

○ ◆ 中学校施設整備推進事業【学校施設課】（学校管理課） 115,000

　個別施設計画に基づき、小中学校施設の建替や長寿命化改修等を計画的に
　実施することで、子どもの学びを支える教育環境の充実を図る。
　　　建替：第四小学校南西校舎［令和６・７年度継続事業］
　　　　　　　  大岡中学校南校舎［令和６～８年度継続事業］
　　【新規】金岡小学校プール解体工事
　　【新規】金岡中学校南校舎改築実施設計
　　【新規】浮島小中一貫学校整備基本計画策定

◆ 学校給食公会計事業【学校施設課】（学校管理課） 851,100

　学校給食費の20％について国の臨時交付金を活用し公費負担とすることで、
　保護者負担を据え置き、子育て世帯の支援を図る。

６　笑顔があふれ健康で心豊かに暮らせるまち ◎：新規　　○：一部新規

新規 予算額（千円）

◆ スポーツ大会・合宿等開催支援事業【ウィズスポーツ課】 2,000

　市内で実施されるスポーツ大会や市内宿泊を伴う合宿を行う団体等に開催経費
　を助成するとともに、新たなスポーツ大会を誘致し、開催を支援する。

○ ◆ スポーツ施設マネジメント事業【ウィズスポーツ課】 35,000

　スポーツ施設の適切な維持管理や長寿命化を図るとともに、ストリートスポーツ
　パークにおいて、より気軽にアーバンスポーツを楽しめるよう実証実験期間を延
　　長し、現施設西側に拡張整備を行う。
　【新規】ストリートスポーツパークの拡張

◆ フェンシングのまち沼津推進事業【ウィズスポーツ課】 21,500

　拠点施設「F3 BASE」を活用した合宿の誘致、競技の普及、シンボルフェンサー
　の育成等に取り組み、「フェンシングのまち」としての知名度向上を図る。

事業名及び事業内容

事業名及び事業内容
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※（　）内の課名は令和６年度現在の担当課

６　笑顔があふれ健康で心豊かに暮らせるまち ◎：新規　　○：一部新規

新規 予算額（千円）

◆ いきいきスポーツ推進事業【ウィズスポーツ課】 13,900

　市民一人ひとりがライフステージに合わせてスポーツを楽しめるよう、沼津市
　スポーツ祭や地域体力づくり教室、トップアスリート教室を実施するほか、様々
　な形でスポーツに関わることのできる環境づくりに取り組む。

○ ◆ 芸術文化振興事業【文化振興課】 7,775

◆ まちかど活用文化事業【文化振興課】 300

　沼津市芸術祭のほか、まちなかにおいて音楽イベントを開催するなど、芸術を
　気軽に鑑賞する機会の充実と芸術文化の振興を図る。
　　【新規】子ども向け芸術体験イベントの開催

○ ◆ 市民文化センター施設整備事業【文化振興課】 18,800

　市民の文化芸術活動拠点施設として更なる充実を図るため、館内設備の
　更新を行うほか、より幅広い年代の方々が利用しやすい施設とするための
　改修工事を計画的に行う。
　　【新規】改修工事設計施工監理業務
　　　　　　　　 電気設備工事［令和７～9年度債務負担行為］
　　　　 　　　　空調設備工事［令和７～９年度債務負担行為］

◎ ◆ 明治史料館長寿命化推進事業【文化振興課】 109,000

○ ◆ 歴史民俗資料館移転整備事業【文化振興課】 9,000

○ ◆ 戸田造船郷土資料博物館移転整備事業【文化振興課】（再掲） 30,000

　個別施設計画に基づき、移転や長寿命化改修等を計画的に実施することにより、
　誰もが安心して快適に利用できるよう適切に整備、維持管理する。
　　【新規】長寿命化屋根改修等工事、長寿命化設備更新調査（明治史料館）
　　【新規】旧内浦小学校校舎外壁劣化度調査（歴史民俗資料館）
　　【新規】移転用地取得（戸田造船郷土資料博物館）

○ ◆ 予防接種事業【健康づくり課】 756,300

　予防接種法に基づき、諸感染症を予防するための各種予防接種を実施する。
　　【新規】新型コロナウイルスワクチン及び帯状疱疹ワクチンの定期接種化
　　【新規】日本脳炎ワクチン及びHPVワクチンの接種対象拡大

○ ◆ フレイル対策事業【長寿福祉課】 19,412

　引き続き自主的な予防活動を促進するとともに、フレイル状態にある方に対して
　新たに直接的なアプローチを行い、健康寿命の延伸を図る。
　　【新規】保健・医療専門職による短期集中予防サービスの実施

◎ ◆ 重層的支援体制整備事業【福祉企画課】 6,000

　様々な福祉分野の制度の狭間で対象とならない世帯等が抱える、複合化した
　生活課題を包括的に受け止めるため、支援が行き届かない方等に、積極的な
　働きかけを行いサポートするなど、それぞれの福祉分野が連携し課題の解決
　に向けた重層的な支援を行う。

事業名及び事業内容
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※（　）内の課名は令和６年度現在の担当課

７　安全・安心のまち ◎：新規　　○：一部新規

新規 予算額（千円）

◆ 防犯まちづくり事業【生活安心課】 57,500

　自治会の防犯灯及び通学路防犯カメラの設置、市民の悪質電話対策機器の
  購入に対する補助等を行うとともに、「ながら見守り活動」の推進により、地域
  防犯活動の更なる充実を図る。

◆ 消費者行政経費【生活安心課】 2,300

　消費生活相談体制の強化による消費者教育の充実を図るとともに、第３次
　消費者教育推進計画の策定、消費生活相談のＤＸ化に対応したネットワーク
　整備等を行う。
　また、特に配慮が必要な方の情報を消費者安全確保地域協議会で共有し、
　消費者トラブル・被害の未然防止、早期解決を図る。

○ ◆ 総合的治水対策整備事業【河川課】 1,223,580

　常襲浸水地域の浸水被害を軽減するため、大平江川排水機場などの施設整備
　を推進する。
　　【新規】大平江川排水機場ポンプ設備等整備工事に着手
　　【新規】井戸川雨水貯留池本体築造工事に着手
　　【新規】中尾川雨水貯留池整備計画の作成

◆ 一般河川整備事業【河川課】 193,000

　市民に安心して暮らせる環境を提供するため、小和田川や雁作川などの河川
　改良を実施する。

◆ 河川管理施設維持事業【河川課】 249,700

　河川管理施設の効率的な維持管理を推進するため、「沼津市排水機場長寿命
　化計画」に基づき、前川排水機場など４箇所の市内排水機場の長寿命化対策
　を実施する。

◆ 河川維持事業【河川課】 124,900

　東部前川や井出大川雨水貯留池など６箇所の浚渫工事を実施し、河川内の
　土砂等を撤去することにより、河川の流下能力を確保し、浸水被害の軽減を図る。

○ ◆ 交通安全施設等整備事業【道路管理課】 41,800

　交通事故防止に向けて、歩道や歩道橋の修繕等を実施するほか、交通量の
　多い踏切の改良を行う。
　　【新規】箱根裏街道踏切改良工事委託［令和７～９年度債務負担行為］

◆ 既存建築物等耐震化促進事業【住宅政策課】 22,800

◆ わが家の専門家診断事業【住宅政策課】 14,154

◆ 木造住宅耐震補強事業【住宅政策課】 132,000

　静岡県のプロジェクト「TOUKAI-０」と連携し、引き続き、耐震診断を実施し、
　基準を満たしていない木造住宅の耐震補強や除却経費に対する補助、
　ブロック塀等の撤去、建替経費に対する補助などを実施する。

事業名及び事業内容

◆ 浸水対策関連事業 前倒しを含む予算額 2,031百万円（対前年 1,018百万円増【2.00倍】)

◆ 建物耐震対策関連事業 R7予算額 169百万円（対前年 91百万円増【2.17倍】)
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※（　）内の課名は令和６年度現在の担当課

７　安全・安心のまち ◎：新規　　○：一部新規

新規 予算額（千円）

○ ◆ 安全な地域づくり推進事業【危機管理課】 11,900

　風水害や巨大地震などの災害対応を強化するため、SNSを活用した災害情報
　集約システムを導入するほか、感震ブレーカ―設置補助などを行う。
　　【新規】SNSを活用した災害情報集約システムの導入

◆ 防災資機材整備事業【危機管理課】 14,000

　静岡県第４次地震被害想定による避難者数を踏まえ、能登半島地震において
　必要性が再認識されたトイレ処理セットや毛布など、避難生活に必要となる
　資機材を引き続き整備する。

○ ◆ 津波対策事業【危機管理課】 24,000

　津波からの人的被害を軽減するため、津波避難路、津波避難ビルの整備、
　西浦地区センターの更新整備に合わせた防災施設の高台移転を進めるほか、
　津波避難タワー等に夜間照明設備を設置する。
　　【新規】津波避難施設夜間照明設備設置工事

○ ◆ 消防団施設整備事業【危機管理課】 37,300

　防災活動の拠点となる消防団詰所の移転整備・改修を行う。
　　【新規】第27分団詰所（愛鷹地区センター）更新
　　【新規】第17分団詰所（西浦地区センター）更新
　　【新規】消防団詰所女性用トイレ設置工事（第10分団詰所）

○ ◆ 消防庁舎移転事業（南部消防拠点施設）【危機管理課】 18,385

　西浦地区センターの更新整備に合わせ、併設する西浦出張所の移転など
　南部消防拠点施設の整備を進める。
　　【新規】南部消防拠点施設（西浦地区センター）更新

８　環境と共生する持続可能なまち ◎：新規　　○：一部新規

新規 予算額（千円）

○ ◆ 豊かで美しい海と渚づくり事業【水産海浜課】 42,700

　台風等大雨のたびに堆積し、景観を損ねている流草木を効率的に撤去するため、
　ビーチクリーナーを新たに導入するとともに、 清掃ボランティア団体の負担軽減
　と活動支援のための貸出用クローラーを導入する。
　　【新規】ビーチクリーナー及び貸出用クローラーの導入

◆ ゼロカーボンシティNUMAZU2050推進事業【環境政策課】 133,700

　2050年温室効果ガス排出量実質ゼロに向け、公共施設への太陽光発電
　設備等の導入促進などに取り組むほか、低炭素交通を推進するため、事業者
　に対するEV導入補助の対象を拡充する。

○ ◆ ３R推進事業【クリーンセンター管理課】 3,600

　３R（リデュース、リユース、リサイクル）によるごみの減量や再資源化を推進する。
　　【新規】フリーマーケットサイトを活用した再利用可能な廃棄物の売却

◆ 中間処理施設整備事業【新中間処理施設整備室】 674,600

　施設整備エリアの敷地造成工事を進めるとともに、選定した事業者が行う
　施設の実施設計に関する監理業務に取り組む。
　　　中間処理施設整備運営事業費［令和７～31年度債務負担行為］

事業名及び事業内容

事業名及び事業内容
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※（　）内の課名は令和６年度現在の担当課

 行財政運営 ◎：新規　　○：一部新規

新規 予算額（千円）

◎ ◆ 執務環境改善事業【政策企画課】 3,000

　デジタル化の進展に伴う働き方の変化に合わせて、執務スペースを見直すと
　ともに、空間を有効活用し、パイロットオフィスの導入や新たな働き方に対応した
　職場づくりの検討を進め、業務の生産性向上や職員の働きやすさの改善を図る。

○ ◆ 地域情報化推進事業【ＩＣＴ推進課】（再掲） 194,700

　先端技術を活用した業務効率化を推進するとともに、テレワークなどの新たな
  働き方に対応するため、ＩＣＴ環境の改善を図る。
　　【新規】電子決裁の運用開始
　　【新規】シンクライアントシステム及び無線LAN環境の構築
　　　　　　　　［令和７～13年度債務負担行為］

事業名及び事業内容
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